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建
暦
三
年
（
’
一
一
一
一
一
一
）
春
、
五
十
九
才
の
慈
円
に
よ
っ
て
、
延
暦
寺
の

守
護
神
日
吉
社
の
十
禅
師
宮
に
奉
納
さ
れ
た
百
首
歌
が
、
『
拾
玉
集
』
巻
二
（
五

巻
本
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
百
首
は
、
仮
名
の
敏
文
に
よ
れ
ば
、
「
二

諦
の
道
理
」
を
詠
も
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
端
作
に
よ
れ
ば
、

「
顕
の
一
往
再
往
・
密
の
浅
略
深
秘
」
を
詠
む
と
い
う
。
こ
う
し
た
仏
教
的

意
味
づ
け
は
、
五
十
代
後
半
以
降
の
慈
円
の
和
歌
作
品
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
の
意
味
づ
け
の
内
実
は
い
ず
れ
も
、
｜
見
し
て
自
明
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
修
辞
的
・
装
飾
的
な
付
会
と
か
、
近
代
人
に
は
窺
知
し

難
い
宗
教
的
思
考
と
か
と
し
て
そ
れ
ら
を
処
理
し
て
し
ま
う
こ
と
は
生
産
的

で
な
い
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
か
ら
の
和
歌
作
品
の
い
ち
い
ち
の
成
立
事
情
と

性
格
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
仏
教
的
意
味
づ
け
の
内
実

の
究
明
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
主
に
そ
の
端
作
の
意
味
の
解

明
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
建
暦
三
年
日
吉
杜
奉
納
百
首
の
や
や
複
雑
な
成
立

過
程
を
検
討
し
た
い
。

１
成
立
事
情
の
問
題
点

冒
頭
に
述
べ
た
建
暦
三
年
春
と
い
う
成
立
年
時
は
、
青
蓮
院
本
『
拾
玉
集
』

Ｉ
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
と
「
略
秘
贈
答
和
歌
」

慈
円
「
建
暦
三
年
日
吉
百
首
」
の
成
立

Ｉ
仏
教
的
和
歌
表
現
の
試
行
と
屈
折
Ｉ所
収
の
稿
（
最
終
稿
と
見
ら
れ
る
）
の
記
載
、
「
建
暦
三
年
待
三
春
」
に
拠
る
。

し
か
し
、
こ
の
百
首
は
、
前
年
九
月
に
い
っ
た
ん
草
稿
が
ま
と
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
ち
ら
の
稿
は
、
「
青
蓮
院
本
」
の
校
合
に
用
い
ら
れ
た
「
正
本
（
証
本
）

拾
玉
集
」
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。

現
存
「
青
蓮
院
本
」
に
は
、
こ
の
「
正
本
」
と
の
異
同
が
、
見
せ
梢
ち
補

訂
・
異
文
傍
記
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
形
で
、
本
来
の
本
文
と
は
別
筆
で
書
き
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
「
正
本
」
じ
た
い
は
伝
存
を
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
系
統
上
、

版
本
六
家
集
所
収
本
の
祖
本
の
曼
珠
院
本
（
こ
れ
も
伝
存
し
な
い
が
、
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
の
七
巻
本
残
欠
写
本
二
点
が
同
系
か
）
の
上
位
に
立
つ
と
見
ら

れ
る
重
要
な
本
で
あ
り
、
か
つ
、
神
宮
文
庫
本
『
異
本
拾
玉
集
』
、
支
子
文
庫

本
『
拾
玉
集
』
な
ど
、
嘉
暦
奥
書
を
持
つ
本
と
も
近
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
。

想
定
さ
れ
る
「
正
本
」
と
、
書
き
入
れ
を
除
去
し
た
本
来
の
「
青
蓮
院
本
」

（
足
利
義
政
所
持
本
）
と
は
、
一
部
を
除
い
て
ほ
ぼ
相
似
し
た
編
成
を
持
つ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
作
品
（
主
に
百
首
歌
）
に
関
し
て
は
、
両

本
が
異
な
る
推
敲
段
階
に
属
す
る
別
々
の
稿
を
収
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
奇

妙
な
関
係
の
異
本
が
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
は
『
拾
玉
集
』
成
立
上
の
謎
で
あ

る
が
、
尊
円
法
親
王
に
よ
る
『
拾
玉
集
』
の
編
纂
が
、
当
時
ま
で
伝
存
し
て

い
た
大
量
の
（
お
そ
ら
く
大
部
分
慈
円
自
筆
の
）
詠
草
・
手
稿
類
を
整
理
し

つ
つ
、
数
次
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
と
、
何
ら
か
の
関
係
を
持
つ
の

で
あ
ろ
う
。

山
本

七
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（
１
）

『
拾
玉
集
』
の
伝
本
・
本
文
に
つ
い
て
は
石
川
一
氏
の
詳
細
な
研
究
が
有

り
、
右
に
述
べ
た
こ
と
も
氏
の
研
究
に
も
と
づ
い
て
私
な
り
に
概
観
し
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
。
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
に
立
ち
入
っ
て
述
べ
る
こ
と
は
控
え

た
い
が
、
本
来
の
「
青
蓮
院
本
」
と
「
正
本
」
と
の
関
係
の
把
握
を
念
頭
に

置
い
て
、
各
作
品
の
本
文
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
曼
珠
院
本
と
現
存

青
蓮
院
本
と
の
混
態
本
で
あ
る
「
改
編
五
巻
本
系
」
諸
本
を
含
め
、
他
の
伝

本
の
本
文
の
評
価
に
お
い
て
も
、
こ
の
把
握
が
基
礎
に
な
る
）
こ
と
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
（
「
青
蓮
院
本
」
碗
Ⅶ
「
日
吉
百
首
」
の
名
称

を
最
初
に
示
す
が
、
も
う
一
種
の
「
日
吉
百
首
」
と
の
混
同
を
避
け
、
百
首

本
文
の
直
前
に
記
さ
れ
て
い
る
「
法
楽
日
吉
社
」
を
本
稿
で
は
名
称
と
し
て

用
い
る
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
建
暦
三
年
一
一
月
下
旬
の
最

終
稿
の
ほ
か
に
、
建
暦
二
年
九
月
の
草
稿
が
、
同
本
書
き
入
れ
と
「
正
本
」

系
に
近
い
他
の
諸
本
と
を
勘
案
す
る
こ
と
に
よ
り
復
元
で
き
、
両
者
の
比
較

に
よ
り
推
敲
の
過
程
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
百
首
に
は
、

右
の
草
稿
よ
り
さ
ら
に
以
前
の
、
原
型
と
で
も
鐺
う
べ
き
も
の
が
存
在
す
る
。

『
拾
玉
集
』
巻
一
一
一
所
収
の
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
略
秘
贈
答
和
歌
」
は
、
隣
接
す
る
二
首
が
贈
答
歌
風
の
一
対
を
形
作
る

よ
う
に
構
成
さ
れ
た
特
異
な
百
首
歌
で
あ
る
。
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
と
の
間

に
同
一
歌
を
相
当
数
有
す
る
の
で
両
者
に
関
係
が
有
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
っ
た
が
、
関
係
の
実
際
に
つ
い
て
深
く
研
究
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

近
時
、
石
川
一
氏
が
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
新
紹
介
の
資
料
（
書
陵
部
蔵

『
慈
円
百
首
』
）
を
加
え
た
検
討
に
よ
っ
て
、
「
略
鋤
贈
答
和
歌
」
が
「
法
楽

日
吉
社
百
首
」
に
先
行
し
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
私
も
、
氏
の
説
に
従
っ

て
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
か
ら
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
へ
と
い
う
把
握
の
も
と

に
以
下
の
論
を
進
め
、
か
っ
こ
の
段
階
的
成
立
過
程
に
私
な
り
の
考
察
を
加

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
把
握
に
さ
ら
に
具
体
性
を
与
え
た
い
と
考
え
る

の
で
し
あ
る
。

さ
て
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
と
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
と
の
間
に
は
、
重
複

歌
Ⅳ
首
と
表
現
を
一
部
変
更
さ
れ
た
の
み
の
類
似
歌
砠
首
が
見
ら
れ
（
石
川

一
氏
に
よ
る
）
、
両
作
品
の
連
続
性
は
明
白
で
あ
る
が
、
｜
方
で
は
百
首
歌
と

し
て
の
両
者
の
性
格
に
は
隔
た
り
も
有
る
。
詳
細
な
分
析
は
後
に
行
な
う
が
、

外
観
上
の
目
に
立
つ
相
違
点
を
は
じ
め
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
で
あ
る
が
、
こ
の
百
首
歌
に
つ
い
て
も
「
青
蓮

院
本
」
と
「
正
本
」
に
は
多
少
の
異
同
が
有
り
、
こ
の
場
合
は
、
石
川
氏
も

述
べ
る
よ
う
に
「
正
本
」
所
収
稿
の
方
が
よ
り
推
敲
さ
れ
た
段
階
を
示
す
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
「
正
本
」
所
収
稿
で
は
、
（
版
本
六
家
集
本
な
ど
の
諸
本
か

ら
推
定
し
て
）
贈
答
歌
風
に
呼
応
す
る
二
首
は
、
そ
れ
と
一
見
し
て
分
か
る

よ
う
に
一
対
ず
つ
間
を
置
い
て
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
各
対
の
頭
に
は
、
部
類

を
示
す
「
春
」
「
述
懐
」
等
の
注
記
（
同
じ
部
類
が
続
く
間
は
「
同
」
と
す
る
）

が
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
注
記
に
よ
っ
て
全
体
の
部
立
を
見
る
と
、
春
三
対
、

夏
一
一
対
、
秋
十
一
対
、
冬
四
対
、
恋
一
対
、
山
家
三
対
、
閑
居
一
対
、
神
祇

二
対
、
釈
教
五
対
、
述
懐
二
十
対
で
、
総
計
百
四
首
と
な
る
。
石
川
氏
も
述

べ
る
よ
う
に
か
な
り
変
則
的
な
構
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
巨
視
的
に
見
る
と
、

四
季
の
加
首
に
恋
・
山
家
・
閑
居
を
加
え
た
別
首
が
前
半
、
釈
教
・
神
祇
・

述
懐
の
別
首
が
後
半
と
な
っ
て
、
述
懐
が
拡
大
さ
れ
た
百
首
歌
と
し
て
の
い

ち
お
う
の
構
成
は
考
え
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

二
首
一
対
の
形
式
に
つ
い
て
は
後
に
再
び
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
実
態
は
、

花
に
飽
か
で
花
を
あ
は
れ
と
思
ひ
き
い
散
る
な
ら
ひ
ま
で
我
れ
に
な
し

つ
つ

月
に
飽
か
で
寝
待
ち
の
空
を
待
つ
か
ら
に
来
ん
世
の
闇
を
思
い
知
る
哉

（
三
五
八
四
・
五
）

先
の
世
を
思
ひ
知
る
よ
り
泣
く
涙
今
我
が
袖
に
か
わ
く
問
も
な
し

後
の
世
は
今
宵
か
明
日
か
泣
く
涙
思
ふ
ば
か
り
に
猶
ぞ
た
ま
ら
ぬ

（
５
）

八

（
一
一
一
六
七
一
一
・
三
）
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の
如
く
、
用
語
・
表
現
の
明
確
な
対
応
を
持
つ
も
の
の
ほ
か
、
主
に
内
容
上

で
対
応
し
て
い
る
も
の
な
ど
、
そ
の
様
相
や
対
応
の
親
疎
に
は
幅
が
有
る
。

と
も
あ
れ
、
二
首
一
対
を
単
位
と
す
る
構
成
原
理
で
一
貫
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
こ
の
作
品
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。

こ
の
よ
う
な
形
の
百
首
歌
は
、
お
そ
ら
く
和
歌
史
上
に
例
を
見
な
い
も
の

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
慈
円
は
、
承
元
年
間
（
一
二
○
七
’
’
一
一
一
○
）
の
『
恋

（
６
）

百
首
歌
合
』
（
散
快
）
で
、
五
十
番
の
歌
合
の
形
で
百
首
を
一
詠
ん
で
お
り
、
こ

れ
も
一
種
の
一
一
首
一
対
形
式
の
百
首
歌
で
あ
る
。
ま
た
建
保
七
年
（
一
二
一

九
）
非
弛
真
諦
歌
と
俗
諦
歌
が
二
首
一
対
に
な
っ
た
「
難
波
百
首
」
を
詠
ん

で
い
る
。
生
涯
に
実
に
様
ざ
ま
の
形
の
百
首
歌
を
詠
ん
だ
慈
円
の
、
発
想
の

一
類
型
で
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
の
構
成
を
見
よ
う
。

は
じ
め
に
、
部
類
さ
れ
て
い
な
い
九
十
六
首
が
有
る
。
冒
頭
歌
、

鷲
の
山
在
明
の
月
は
め
ぐ
り
き
て
我
が
立
つ
杣
の
麓
に
ぞ
澄
む

（
一
一
一
一
一
一
一
）

な
ど
四
首
が
、
奉
納
対
象
た
る
日
吉
山
王
に
関
わ
る
詠
、
続
く
三
十
八
首
が

四
季
詠
ま
た
は
景
物
詠
、
以
下
が
述
懐
歌
と
い
っ
た
お
お
よ
そ
の
配
列
意
識

は
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
「
旋
頭
歌
」
に
は
じ
ま
り
「
長
歌
（
反
歌

二
首
を
付
す
）
」
に
い
た
る
特
殊
歌
体
歌
十
首
が
有
る
。
末
尾
の

百
草
の
花
と
思
ひ
て
奉
る
七
ま
す
中
の
十
の
聖
に
（
三
一
一
一
一
九
）

は
、
奉
納
意
図
を
述
べ
る
全
体
の
祓
歌
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
加
え
た
総
数
は
百
七
首
と
な
る
（
最
終
稿
）
。

二
首
一
対
形
式
に
つ
い
て
一
一
一
一
口
え
ば
、
九
十
六
首
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
よ
り
も
緩
や
か
な
が
ら
、
二
首
一
対
の

形
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
特
殊
歌
体
の
部
分
は
二
首
一
対
の
構
成
原
理

と
は
全
く
関
わ
り
を
持
た
な
い
。
九
十
六
首
の
部
分
に
お
い
て
も
、
一
目
瞭

然
の
形
で
は
も
は
や
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
顕
在
的
な
構
成
原
理
と
し
て
の

二
首
一
対
形
式
は
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
で
は
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
一
一
一
一
口
っ
て

よ
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
法
楽
日
吉
百
首
」
と
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
と
は
、
密
接
な

関
係
を
有
し
つ
つ
も
、
一
方
で
形
態
を
か
な
り
異
に
し
て
い
る
面
を
持
つ
。

こ
の
連
続
性
と
変
貌
と
の
意
味
に
つ
い
て
以
下
に
考
え
て
い
き
た
い
が
、
ま

ず
、
両
作
品
の
関
係
や
成
立
背
景
に
つ
い
て
も
う
少
し
明
確
に
し
て
お
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
両
作
品
の
跣
を
検
討
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

２
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
祓

ま
ず
「
法
楽
日
吉
社
預
増
」
の
跣
は
、
次
の
よ
う
に
仮
名
文
と
漢
文
と
の

一
一
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。

片
山
寺
に
篭
居
て
は
、
た
ご
一
諦
の
道
理
よ
り
外
に
思
つ
ぎ
く
る
事

（
も
）
な
し
。
其
道
理
を
歌
に
よ
ま
む
と
思
け
る
な
る
べ
し
。
さ
て
し

も
又
か
や
う
な
れ
ば
、
い
ま
だ
ひ
え
に
百
首
な
ど
よ
み
て
奉
る
事
の
な

か
り
け
れ
ば
に
や
。

三
度
治
山
、
寄
心
於
山
王
、
数
年
興
教
、
（
容
）
身
於
教
門
。
今
生
知
緑

深
、
来
世
能
引
導
。
千
時
建
暦
一
一
一
年
癸
酉
待
三
春
記
一
篇
而
已
。

漢
文
の
部
分
に
「
一
一
一
度
治
山
」
と
有
る
の
は
、
慈
円
の
三
度
目
の
天
台
座
主

在
任
（
建
暦
二
年
正
月
十
六
日
よ
り
翌
正
月
十
日
に
至
る
）
を
指
す
。
百
首

中
の

逢
ひ
難
き
法
に
近
江
の
山
高
み
三
た
び
来
に
け
る
身
を
い
か
に
せ
ん

（
二
二
八
七
）

思
は
ざ
り
き
命
な
が
ら
の
山
に
ま
た
た
び
た
び
法
の
花
を
見
ん
と
は

（
二
一
一
一
七
）

な
ど
は
こ
の
事
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
二
首
は
建
暦
二
年
秋
の
草
稿
に
既
に

在
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
座
主
辞
任
後
の
最
終
稿
に
は
、

三
た
ぴ
来
て
ま
た
帰
り
ぬ
る
深
山
辺
の
露
に
し
ほ
る
る
身
を
い
か
に
せ

ん
（
一
一
三
○
四
）

が
加
わ
っ
て
・
い
る
。
な
お
、
二
一
一
八
七
「
一
一
―
た
び
来
に
け
る
身
を
い
か
に
せ

九
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ん
」
は
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
に
既
に
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
略
秘
贈
答
和

歌
」
の
す
く
な
く
と
も
現
存
形
態
の
成
立
は
建
暦
三
年
正
月
を
遡
ら
な
い
。

ま
た
、
三
度
目
の
座
主
就
任
を
ひ
と
つ
の
契
機
に
詠
ま
れ
た
と
い
う
、
「
法
楽

日
吉
社
百
首
」
政
が
示
唆
す
る
性
格
は
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
ま
で
を
覆
う
と

考
え
ら
れ
る
。

｜
方
、
敏
の
仮
名
文
の
部
分
に
「
片
山
寺
に
篭
居
て
は
」
と
あ
る
こ
と
は
、

右
の
推
定
と
ど
の
よ
う
に
折
合
う
で
あ
ろ
う
か
。
座
主
在
任
期
間
中
の
籠
居

は
、
事
実
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
餡
晦
と
し
て
さ
え
不
自
然
で
あ
る
。
む
し

ろ
こ
の
記
述
は
、
座
主
就
任
に
先
立
つ
い
わ
ゆ
る
「
西
山
隠
棲
期
」
に
、
現

存
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
に
到
る
内
容
の
一
部
な
り
発
想
な
り
が
既
に
始
っ
て

い
た
と
い
う
、
作
者
自
身
の
認
識
を
示
す
も
の
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
。

右
の
問
題
と
も
関
連
す
る
の
で
、
こ
の
あ
た
り
で
座
主
在
任
前
後
の
慈
円

の
動
き
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

慈
円
の
第
三
度
就
任
ま
で
座
主
職
に
あ
た
っ
た
の
は
、
慈
円
ら
青
蓮
院
門

と
は
対
立
関
係
に
あ
る
梶
井
門
の
承
円
で
あ
っ
た
。
『
愚
管
抄
』
巻
二
や
『
自

伝
案
』
断
簡
に
よ
れ
ば
、
承
円
が
座
主
を
退
い
た
の
は
、
比
叡
山
上
の
惣
持

院
、
日
吉
社
八
王
子
官
等
の
相
次
ぐ
焼
亡
に
よ
る
。
し
か
し
、
『
玉
蘂
』
（
九

条
道
家
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
大
衆
の
争
乱
も
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う
。
こ
の

争
乱
は
、
堂
衆
の
勅
勘
（
建
走
一
一
年
の
学
生
と
の
合
戦
に
よ
る
か
）
免
除
に

学
生
が
反
発
し
た
も
の
ら
し
い
。
建
暦
元
年
八
月
十
九
日
、
慈
円
は
承
円
と

共
に
後
鳥
羽
院
に
呼
ば
れ
、
ひ
き
つ
づ
き
院
の
意
向
を
大
衆
に
伝
え
る
た
め

共
に
登
山
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
十
日
夜
に
も
大
衆
の
説
得
に
向
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
一
一
十
三
日
に
は
事
態
は
沈
静
に
向
っ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
八
月
十
一
日
に
は
、
慈
円
が
十
五
日
に
は
西
山
（
善
峰
寺
）

を
出
て
、
三
た
び
天
台
座
主
に
任
じ
ら
れ
る
と
の
情
報
が
道
家
の
も
と
に
来

て
お
り
、
座
主
任
命
の
噂
は
十
六
日
も
道
家
の
耳
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
時

点
で
承
円
の
地
位
は
不
安
定
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

実
際
の
座
主
交
代
は
、
翌
年
正
月
で
、
九
日
に
修
法
の
た
め
西
山
か
ら
出

た
慈
円
に
、
十
四
日
、
院
か
ら
告
げ
ら
れ
て
い
る
（
『
明
月
記
』
）
。
正
式
の
任

命
は
、
十
五
日
ま
た
は
十
六
日
で
あ
っ
た
（
『
明
月
記
』
・
『
天
台
座
主
記
』
）
。

三
度
の
座
主
に
は
先
例
が
な
か
っ
た
が
、
「
汝
に
あ
ら
ざ
れ
ば
其
の
人
な
し
」

と
い
う
の
が
院
の
意
向
で
あ
っ
た
。
「
是
れ
只
山
の
磨
滅
不
便
の
故
、
漸
々
に

興
し
立
つ
べ
き
由
、
思
し
食
す
故
と
云
々
」
は
、
慈
円
の
談
に
基
い
て
『
明

月
記
』
に
記
さ
れ
た
院
の
意
中
で
あ
る
が
、
元
久
一
一
年
（
’
二
○
五
）
の
焼

失
後
な
お
十
全
に
復
興
さ
れ
な
い
大
講
堂
を
含
む
伽
藍
の
荒
廃
や
、
前
記
の

大
衆
の
争
乱
と
い
っ
た
状
況
を
た
て
直
す
に
は
、
慈
円
の
声
望
と
強
い
指
導

力
と
が
必
須
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
就
任
後
の
慈
円
は
、
『
自
伝

案
』
に
記
す
如
く
、
大
講
堂
の
再
建
を
果
し
、
南
谷
に
新
青
蓮
院
を
営
む
な

ど
、
彼
な
り
に
山
門
再
興
に
尽
力
し
た
。
そ
し
て
建
暦
三
年
一
月
十
一
日
、

弟
子
公
円
に
職
を
譲
る
と
い
う
や
や
異
例
の
形
で
辞
任
す
る
。
こ
の
公
円
は

＋
か
月
後
に
は
清
水
寺
を
め
ぐ
る
抗
争
の
た
め
に
辞
任
冑
自
伝
案
』
に
よ
れ

ば
全
て
梶
井
方
の
「
奇
謀
」
に
よ
る
と
い
う
）
、
慈
円
が
実
に
四
度
目
の
座
主

と
な
る
が
、
そ
れ
ら
は
本
稿
の
範
囲
と
直
接
は
関
わ
ら
な
い
。

こ
の
一
方
で
、
良
経
没
後
の
九
条
摂
関
家
の
支
柱
と
し
て
の
働
き
が
有
る
。

宜
秋
門
院
（
良
経
妹
）
の
四
天
王
寺
念
仏
参
詣
を
止
め
る
（
『
玉
蘂
』
承
元
五

年
一
一
一
月
四
日
条
、
な
お
同
九
日
に
建
暦
と
改
元
）
な
ど
も
そ
の
一
環
と
言
え

よ
う
が
、
特
に
重
要
な
の
は
道
家
（
良
経
息
）
の
助
言
者
と
し
て
の
活
動
で

あ
る
。
既
に
建
永
一
一
年
（
一
一
一
○
七
）
八
月
二
十
四
日
の
『
明
月
記
』
に
も

そ
れ
を
窺
わ
せ
る
記
事
が
有
る
が
、
建
暦
元
年
九
月
頃
か
ら
の
道
家
任
内
大

臣
を
目
論
む
動
き
は
、
当
事
者
の
日
記
『
玉
蘂
』
に
よ
り
細
か
に
辿
る
こ
と

が
で
き
る
。
慈
円
の
強
引
な
主
張
に
よ
る
後
鳥
羽
院
の
立
腹
と
い
っ
た
、
両

者
の
宿
命
的
な
緊
張
関
係
を
窺
わ
せ
る
場
面
も
有
る
。
し
か
し
、
最
終
的
に

は
、
建
暦
一
一
年
六
月
二
十
九
日
に
道
家
の
任
内
大
臣
が
実
現
す
る
（
こ
の
年

道
家
二
十
才
）
。

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
建
暦
元
年
頃
か
ら
慈
円
の
山
門
・
九
条
家
両
面
で

の
動
き
は
活
発
に
な
っ
て
お
り
、
座
主
就
任
さ
え
既
に
取
沙
汰
さ
れ
て
い
た

四
○
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反
面
、
実
際
の
座
主
就
任
直
前
ま
で
本
居
は
西
山
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
判

る
。
こ
の
事
を
、
仮
名
跣
の
「
片
山
寺
」
云
々
の
記
述
に
重
ね
合
わ
せ
て
、

建
暦
元
年
内
に
百
首
歌
の
何
ら
か
の
企
画
が
始
発
し
て
い
た
と
想
像
す
る
こ

と
は
そ
れ
ほ
ど
無
理
で
は
な
い
。
直
接
実
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
が
、
仮
名
跣
の
記
述
の
解
釈
と
し
て
は
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
の
成
立
の

時
間
的
幅
は
、
現
存
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
を
含
み
、
か
つ
そ
れ
よ
り
も
い
く

ぶ
ん
遠
く
遡
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

仮
名
跣
に
つ
い
て
は
、
「
た
だ
二
諦
の
道
理
よ
り
外
に
思
ひ
続
く
る
事
も
な

し
」
と
述
べ
ら
れ
る
「
二
諦
の
道
理
」
の
意
味
も
問
題
に
な
る
。
歌
の
内
容

と
の
対
応
の
側
か
ら
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
承
元
年
間
の
『
恋
百
首
歌
合
』
散
と
、
建
保
七
年
正
月
の
「
難
波
百
首
」

と
い
う
、
数
准
制
と
ま
る
七
年
後
の
用
例
に
よ
っ
て
、
い
ち
ぉ
ぅ
の
見
通
し

を
示
し
て
お
く
。

『
恋
百
首
歌
合
』
敵
で
は
、
和
歌
の
五
句
が
真
諦
の
五
大
、
俗
諦
の
五
行

の
数
を
表
わ
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
い
わ
ば
森
羅
万
象
を
表
現
す
る
歌
の
力
を

示
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
真
諦
歌
・
俗
諦
歌
の
二
首
一
対
を
単

位
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
「
難
波
百
首
」
で
は
、
真
諦
は
仏
法
お
よ
び
仏

教
的
な
考
え
方
（
価
値
観
）
に
、
俗
諦
は
王
法
お
よ
び
世
俗
的
な
考
え
方
に

対
応
し
て
い
る
事
が
、
歌
の
内
容
か
ら
確
か
め
得
る
。
す
な
わ
ち
慈
円
に
お

け
る
「
真
俗
二
諦
」
は
、
宇
宙
の
総
体
と
い
っ
た
普
遍
的
な
意
味
と
、
仏
法
・

王
法
を
中
心
に
し
た
比
較
的
限
定
さ
れ
た
意
味
と
を
持
つ
が
、
ふ
た
つ
の
意

味
は
別
個
の
も
の
で
は
な
く
、
右
の
二
作
品
に
お
い
て
も
両
方
の
意
味
を
含

み
つ
つ
一
方
が
前
面
に
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」

に
お
け
る
「
二
諦
」
も
そ
の
両
面
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
て
よ
い
が
、
前
述

し
た
こ
の
時
期
の
慈
円
の
動
き
は
、
お
の
ず
か
ら
「
仏
法
・
王
法
」
と
い
う

意
味
あ
い
の
薄
く
な
い
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
に
つ
い
て
は
跣
と
と
も
に
端
作
が
検
討
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
論
述
の
都
合
で
後
に
廻
し
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の
賊
を

２
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
賊
か
ら

「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の
賊
は
、
付
記
と
い
う
体
の
短
い
文
章
で
あ
る
。
原

文
は
、

以
上
百
首
大
略
併
詠
改
了
乍
百
首
入
撰
集
之
程
計
と
て
奉
納
神
居
畢
具

有
別
草

と
い
う
も
の
で
、
試
み
に
訓
み
下
せ
ば

以
上
の
百
首
、
大
略
し
か
し
な
が
ら
詠
み
改
め
了
ん
ぬ
。
百
首
な
が
ら

撰
集
に
入
る
の
ほ
ど
ば
か
り
と
て
、
神
居
に
奉
納
し
畢
ん
ぬ
。
つ
ぶ
さ

に
は
別
草
に
有
り
。

の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
は
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
か
ら
「
法
楽
日

吉
社
百
首
」
へ
の
改
作
の
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
「
大
略
し
か

し
な
が
ら
詠
み
改
め
了
ん
ぬ
」
（
ほ
ぼ
そ
の
全
部
を
詠
作
し
な
お
し
た
）
と
い

う
記
述
は
、
そ
の
大
幅
な
改
作
の
実
情
に
対
応
し
て
い
る
。
「
神
居
に
奉
納
し

畢
ん
ぬ
」
は
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
が
日
吉
社
十
禅
師
宮
に
奉
納
さ
れ
た
こ

と
を
指
す
。
そ
し
て
「
百
首
な
が
ら
撰
集
に
入
る
の
ほ
ど
ば
か
り
」
と
記
す

の
に
従
え
ば
、
こ
の
改
作
は
、
百
首
全
部
を
勅
撰
集
に
入
集
す
る
に
足
る
秀

歌
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
な
お
、
「
別
草
」
は
、
こ
の
よ
う
な
経
緯

に
つ
い
て
書
い
た
も
の
を
指
す
と
解
さ
れ
る
。
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
の
政
が

そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
や
や
記
述
が
簡
略
な
の
で
、

現
在
伝
わ
ら
な
い
別
の
文
書
を
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
「
難
波
百
首
」

の
後
に
付
さ
れ
て
い
る
、
成
立
過
程
を
記
し
た
文
章
の
よ
う
な
類
の
も
の
で

あ
ろ
う
。

こ
の
跣
は
、
し
た
が
っ
て
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の
脱
稿
後
た
だ
ち
に
記
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
が
完
成
し
奉
納
さ
れ
て
以
後
、

草
稿
と
し
て
の
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
覚
え
書
き
と

し
て
、
慈
円
に
よ
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
草

次
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。

四
一
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稿
本
に
付
記
を
加
え
て
お
く
例
は
、
『
千
五
頭
番
歌
合
百
百
や
『
建
保
四
年

後
鳥
羽
院
百
首
』
の
各
草
稿
本
に
も
見
ら
れ
、
慈
円
に
お
い
て
は
珍
し
い
こ

と
で
は
な
い
。

賊
の
文
意
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
な
お
こ
れ
に
関

連
し
て
少
し
注
意
し
て
お
き
た
い
も
の
に
、
中
世
璽
團
の
伝
承
が
有
る
．
ま

ず
、
『
為
兼
卿
和
歌
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

慈
鎮
和
尚
の
、
百
首
な
が
ら
勅
撰
に
入
程
の
歌
を
読
て
、
日
吉
社
に
こ

め
ん
と
て
よ
ま
れ
た
る
に
も
、
初
五
文
字
に
、
ま
ひ
る
人
の
と
も
、
ら

ち
の
外
な
る
人
の
こ
、
ろ
と
も
、
よ
ま
れ
た
る
、
風
情
の
み
に
て
あ
れ

ど
、
後
鳥
羽
院
、
皆
御
合
点
あ
り
て
、
お
き
ま
れ
り
、

為
兼
は
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
跣
を
引
用
し
て
い
る
が
、
「
日
吉
社
に
こ
め
ん
と

て
」
と
あ
る
の
は
、
改
作
さ
れ
た
も
の
が
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
で
あ
る
と

い
う
認
識
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
引
用
さ
れ
て
い
る
「
参
る
人
の
」
「
ら
ち

の
外
な
る
人
の
心
」
の
表
現
を
持
つ
二
首
は
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
に
も
「
法

楽
日
吉
社
百
首
」
に
も
在
る
歌
で
あ
る
が
、
為
兼
が
引
く
順
序
で
出
て
く
る

の
は
前
者
で
あ
り
、
為
兼
が
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
を
見
て
い
た
こ
と
は
確
か

ら
し
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
後
鳥
羽
院
の
合
点
が
有
っ
た
と
い
う
伝
承
は
、

何
を
根
拠
に
し
て
い
る
か
明
ら
か
で
な
い
。

次
に
、
（
咄
長
明
文
字
錬
』
に
見
え
る
伝
承
が
、
辻
勝
美
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
う
た
は
、
百
首
な
が
ら
撰
集
に
い
れ
ん
と
心
を
つ
く
し
て
よ
み
給

け
る
。
い
か
て
か
、
こ
れ
は
み
な
集
に
入
は
か
り
の
歌
な
る
と
は
き
た

む
へ
き
と
て
、
な
ひ
ノ
ー
院
の
御
所
へ
進
覧
し
て
か
は
か
り
の
日
本

国
の
国
王
の
御
中
に
第
一
第
二
の
歌
仙
の
君
に
お
は
し
ま
せ
は
、
新
古

今
も
御
身
つ
か
ら
勅
集
に
て
あ
れ
は
、
君
の
仰
を
う
け
た
ま
は
ら
ん
と

や
す
く
定
へ
き
こ
と
な
り
と
、
奏
し
給
け
る
や
う
、
「
か
、
る
願
を
お
ほ

け
な
く
お
も
ひ
か
、
り
て
侍
り
。
わ
る
く
お
ほ
し
め
き
れ
は
、
我
も
い

く
た
ひ
に
て
も
お
ほ
せ
く
た
さ
れ
て
、
詠
し
あ
ら
た
む
へ
き
」
よ
し
申

入
た
ま
ひ
け
る
に
、
百
首
か
中
に
た
、
二
首
を
、
「
こ
れ
そ
わ
る
く
み
ゆ

る
・
よ
み
か
へ
よ
。
」
と
仰
こ
と
有
け
れ
ば
、
又
両
三
日
あ
ん
し
て
、
一
一

首
よ
み
か
へ
高
覧
し
給
け
る
に
、
「
尤
よ
る
し
。
は
や
く
あ
ら
た
め
入
へ

き
」
よ
し
仰
下
さ
れ
て
後
、
十
禅
師
の
御
宝
殿
に
お
さ
め
給
ひ
け
る
と

な
ん
。

後
鳥
羽
院
奏
覧
の
い
き
さ
つ
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
「
た
だ
二
首
」
の
み
の

改
作
と
い
う
記
述
は
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
が
大
幅
に
改
作
さ
れ
た
事
実
と
背

馳
す
る
。
ま
た
引
用
箇
所
の
直
前
に
掲
出
さ
れ
た
歌
三
首
は
い
ず
れ
も
「
法

楽
日
吉
社
百
首
」
の
独
自
歌
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の

実
態
が
こ
の
伝
承
に
は
反
映
し
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
引
用
箇
所

の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
賊
な

の
で
あ
る
。

以
上
二
種
の
中
世
歌
書
が
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
と
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」

を
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
形
で
参
照
し
た
の
か
は
、
直
接
参
照
し
た
の
か
孫

引
き
な
の
か
も
含
め
て
あ
ま
り
明
確
で
は
な
く
、
ま
た
ど
ち
ら
の
伝
承
が
段

階
と
し
て
先
行
し
た
の
か
も
確
一
一
一
一
口
し
難
い
。
た
だ
両
者
と
も
、
「
略
秘
贈
答
和

歌
」
跣
と
日
吉
社
に
奉
納
さ
れ
た
改
作
版
と
の
関
係
は
認
識
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
と
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
が
ば
ら
ば
ら
に
伝
存

し
て
い
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
認
識
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

伝
承
の
発
生
段
階
で
、
二
つ
の
百
首
が
｜
具
に
伝
え
ら
れ
た
時
期
が
有
っ
た

か
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
後
鳥
羽
院
の
直
接
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
じ
た
い
は
、
「
百
首

な
が
ら
撰
集
に
入
る
の
程
」
と
い
う
表
現
か
ら
思
い
つ
か
れ
た
説
で
あ
る
可

能
性
が
強
い
。
し
か
し
、
成
立
の
背
景
か
ら
見
て
後
鳥
羽
院
の
存
在
が
全
く

無
関
係
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
こ
の
問
題
は
作
品
の
側
か
ら
改
め
て
検
討

す
る
必
要
が
有
ろ
う
。

以
上
、
論
述
が
や
や
錯
綜
し
た
が
、
ふ
た
つ
の
散
の
分
析
か
ら
、
「
略
秘
贈

答
和
歌
」
か
ら
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
へ
の
連
続
性
が
、
慈
円
自
身
に
よ
っ

四
一
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て
も
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
点
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、

次
に
「
法
楽
日
吉
杜
百
首
」
の
端
作
を
分
析
し
た
い
。
私
見
で
は
、
こ
の
端

作
の
解
釈
は
、
両
作
品
の
性
格
の
解
明
に
つ
な
が
る
問
題
を
含
む
。
節
を
改

め
て
考
察
し
た
い
。

１
、
「
一
往
再
往
・
浅
略
深
秘
」
の
意
味

端
作
は
、
最
終
稿
と
草
稿
と
で
い
く
ぶ
ん
文
一
一
一
一
口
が
異
な
る
。
最
終
稿
は

題
之
一
往
再
往
蜜
之
浅
略
深
秘
風
吟
以
詠
百
首
和
歌
清
書
以
法
楽
十
禅

師
之
宮
和
歌
今
有
二
世
之
深
意
梵
風
自
通
納
受
之
神
慮
者
歎

で
あ
る
が
、
冒
頭
「
題
」
は
、
草
稿
と
の
比
較
に
よ
り
「
顕
」
の
誤
字
と
判

（
皿
）

断
さ
れ
る
。
ま
た
、
七
字
目
「
蜜
」
は
「
密
」
と
同
意
で
、
こ
の
用
字
は
当

時
は
珍
し
く
な
い
。
試
み
に
訓
み
下
す
。

顕
の
一
往
再
往
、
密
の
浅
略
深
秘
、
風
吟
し
て
以
て
百
首
の
和
歌
を
詠

じ
、
清
書
し
て
以
て
十
禅
師
の
宮
に
法
楽
す
。
和
歌
に
い
ま
二
世
よ
深

意
有
り
、
梵
風
お
の
づ
か
ら
納
受
の
神
意
に
通
う
も
の
か
。

建
暦
二
年
九
月
の
稿
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

述
顕
之
一
往
再
往
心
詠
密
之
浅
略
深
秘
旨
和
歌
百
首
慮
法
楽
之
日
吉
覚

二
世
於
一
時
而
已

訓
み
下
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

顕
の
一
往
再
往
の
心
を
述
べ
密
の
浅
略
深
秘
の
旨
を
詠
ず
る
和
歌
百

首
。
法
案
の
日
吉
を
慮
り
、
二
世
を
一
時
に
覚
ゆ
る
の
み
。

こ
の
よ
う
に
、
「
顕
の
一
往
再
往
、
密
の
浅
略
深
秘
」
お
よ
び
「
二
世
」
の
用

語
は
両
稿
に
共
通
す
る
。
こ
の
う
ち
「
二
世
」
に
つ
い
て
は
、
賊
の
「
今
生

知
縁
深
、
来
世
能
引
導
」
と
の
対
応
な
ど
か
ら
、
今
生
と
来
世
に
つ
い
て
の

祈
念
を
日
吉
山
王
に
託
す
る
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
「
顕
の
一
往
再
往
・
密
の
浅
略
深
秘
」
に
つ
い
て
は
、
顕
教
と
密
教

Ⅱ
、
「
｜
性
再
往
・
浅
略
深
秘
」
と
二
首
一
対
形
式

か
ら
な
る
日
本
天
台
宗
の
体
系
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
な
が

ら
、
そ
の
具
体
的
意
味
は
い
ま
ひ
と
つ
明
ら
か
で
な
い
。

従
来
か
ら
、
「
略
秘
贈
答
和
鰍
」
と
い
う
名
称
が
「
浅
略
深
秘
」
に
由
来
す

る
こ
と
は
気
づ
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
語
の
意
味
と
、
両
百
首
の
性
格

と
の
関
連
に
つ
い
て
、
十
分
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
は
一
一
一
一
反
難
い
。
本
節
で
は
、

こ
の
問
題
を
中
心
に
考
え
て
み
た
い
。
は
じ
め
に
、
「
一
往
再
往
」
「
浅
略
深

秘
」
に
つ
い
て
、
仏
教
書
に
お
け
る
用
例
を
検
討
す
る
。
た
だ
し
、
仏
教
教

学
・
仏
教
文
献
の
専
門
家
で
な
い
私
に
は
、
仏
教
学
上
最
も
適
切
な
用
例
を

選
択
す
る
能
力
は
な
い
。
国
文
学
研
究
者
の
目
に
容
易
に
触
れ
る
所
か
ら
例

を
拾
っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
「
｜
性
再
往
」
に
つ
い
て
。
天
台
三
大
部
の
一
つ
『
摩
訶
止
観
』
に
、

同
義
語
「
一
往
二
性
」
が
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

問
う
、
横
の
塞
は
豊
の
通
を
塞
ぐ
や
不
や
、
賢
の
塞
は
横
の
通
を
塞
ぐ

や
不
や
、
横
の
通
は
豐
の
塞
を
通
ず
る
や
不
や
、
豊
の
通
は
横
の
塞
を

通
ず
る
や
不
や
。
答
う
、
｜
性
は
し
か
り
、
二
性
は
し
か
ら
ず
。
（
第
七

上
、
岩
波
文
庫
版
・
下
肥
頁
）

こ
れ
は
、
止
観
を
修
す
る
際
の
障
害
（
ま
）
と
対
策
（
通
）
に
つ
い
て
、
豊

（
た
て
）
・
横
二
種
の
分
類
が
有
る
こ
と
に
関
し
て
、
豊
の
項
と
横
の
項
と
を

同
次
元
で
関
連
さ
せ
て
も
よ
い
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
答
は
、
「
一
往
は
」

そ
れ
で
よ
い
が
、
「
二
性
は
」
不
可
と
一
一
一
一
口
う
。
す
な
わ
ち
、
背
反
す
る
ふ
た
と

お
り
の
見
方
が
有
る
こ
と
に
な
る
（
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
に
つ
い
て
は
こ
の
後

に
説
明
さ
れ
て
い
る
）
。

日
本
の
文
献
で
は
、
ま
ず
法
然
の
『
観
無
量
寿
経
釈
』
に
次
の
よ
う
に
見

え
る
。

か
く
の
ご
と
く
一
行
を
も
っ
て
、
｜
仏
の
土
に
配
す
る
こ
と
は
、
こ
れ

且
く
一
往
の
義
な
り
。
再
性
こ
れ
を
論
ぜ
ば
、
そ
の
義
不
定
な
り
、
或

い
は
一
仏
の
土
の
中
に
多
行
を
も
っ
て
往
生
の
行
と
す
る
の
土
あ
り
、

或
い
は
多
仏
の
土
の
中
に
一
行
を
も
っ
て
通
じ
て
往
生
の
行
と
す
る
の

四
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土
あ
り
。
（
岩
波
書
店
刊
日
本
思
想
大
系
、
、
妬
頁
）

こ
れ
は
、
仏
士
と
仏
行
と
が
つ
ね
に
一
対
一
の
対
応
関
係
に
有
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
「
｜
住
」
は
そ
う
と
一
一
一
一
口
え
る
が
「
再
往
」
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で

な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
同
じ
著
者
の
『
撰
択
本
願
念
仏
集
』
に
も

右
と
同
文
の
箇
所
が
有
る
（
思
想
大
系
、
Ⅲ
頁
）

次
に
、
日
蓮
の
『
観
心
本
尊
抄
』
の
例
。

迩
門
十
四
品
の
正
宗
の
八
品
、
一
往
、
之
を
見
る
に
二
乗
を
以
て
正
と

為
し
、
菩
薩
・
凡
夫
を
以
て
傍
と
為
す
。
再
往
、
之
を
勘
ふ
れ
ば
、
凡

夫
、
正
・
像
・
未
を
以
て
正
と
為
す
。
正
・
像
・
未
の
三
時
の
中
に
も
、

末
法
の
始
め
を
以
て
、
正
が
中
の
正
と
為
す
。
（
岩
波
文
庫
『
日
蓮
文
集
』

汕
頁
）

『
法
華
経
』
の
迩
門
の
正
宗
分
の
説
示
対
象
に
つ
い
て
、
ふ
た
と
お
り
の
解

釈
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
忠
尋
撰
と
称
す
る
中
古
天
台
の
書
物
『
漢
光
類
聚
』
は
、
諸
法

（
万
法
）
の
起
源
に
つ
い
て
の
問
答
の
中
で
、
『
決
附
』
（
円
仁
撰
と
称
す
る
）

の
引
用
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

も
し
一
往
分
別
せ
ば
、
或
は
諸
法
無
明
よ
り
生
じ
、
或
は
法
性
よ
り
生

じ
、
或
は
無
名
法
性
合
し
て
諸
法
を
生
ず
。
再
性
こ
れ
を
論
ぜ
ば
、
一

切
の
諸
法
本
こ
れ
三
諦
な
り
。
い
か
ん
ぞ
生
あ
ら
ん
。
諸
法
の
若
く
ん

ば
、
生
も
な
く
減
も
な
し
。
こ
の
故
に
四
句
の
生
に
あ
ら
ず
。
（
日
本
思

想
大
系
９
、
川
頁
）

諸
法
（
認
識
現
象
）
の
生
起
に
つ
い
て
「
一
往
」
の
解
を
述
べ
た
あ
と
、
「
再

往
」
と
し
て
、
諸
法
は
そ
の
ま
ま
空
仮
中
の
三
諦
（
実
相
）
で
あ
り
、
生
も

減
も
な
い
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
一
往
再
往
」
は
、
天
台
教
学
で
用
い
ら
れ
（
法
然
・
日
蓮

も
天
台
を
学
ん
で
い
る
）
、
或
る
問
題
に
つ
い
て
背
反
す
る
が
如
き
二
様
の
解

釈
が
有
り
得
る
場
合
、
と
り
あ
え
ず
の
解
釈
を
「
一
往
」
と
し
、
よ
り
深
い

本
質
的
な
解
釈
を
「
再
往
」
と
し
て
示
す
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
つ
の
説
示
形

式
で
あ
っ
て
、
特
定
の
教
理
内
容
に
つ
ね
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
で
は
な

い
。次
に
「
浅
略
深
秘
」
に
つ
い
て
見
る
。

空
海
の
主
著
『
秘
密
曼
茶
羅
十
住
心
論
』
で
は
、
各
巻
の
終
わ
り
近
く
に
、

そ
の
巻
に
説
か
れ
た
境
地
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
具
体
的
・
限
定
的
説
明

を
「
浅
略
」
と
し
、
一
切
の
真
理
を
包
括
す
る
真
言
と
し
て
の
見
方
を
「
深

秘
」
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

此
れ
是
の
天
乗
に
二
種
の
義
あ
り
。
一
つ
に
は
浅
略
、
二
つ
に
は
深
秘

な
り
。
初
め
の
浅
略
は
前
の
説
の
如
し
。
深
秘
と
は
後
の
真
言
門
、
是

れ
な
り
。
（
巻
第
三
、
日
本
思
想
大
系
５
、
刷
頁
）

然
る
に
此
の
乗
に
二
種
の
義
有
り
。
謂
は
く
、
浅
略
・
深
秘
、
是
れ
な

り
。
多
名
句
を
以
て
一
の
義
理
を
説
く
、
此
れ
即
ち
浅
略
な
り
。
二

の
一
一
一
一
口
名
に
無
量
の
義
を
具
す
、
即
ち
是
れ
真
一
一
一
一
口
深
秘
な
り
。
初
め
に
浅

略
を
顕
は
し
、
次
に
深
秘
を
明
す
。
（
巻
第
六
、
川
頁
）

慈
円
ら
山
門
（
延
暦
寺
）
の
祖
師
で
、
台
密
の
祖
で
あ
る
慈
覚
大
師
円
仁

の
主
著
『
金
剛
頂
経
疏
』
で
は
、

問
、
若
声
字
等
是
依
他
者
、
即
生
滅
法
、
何
故
以
為
阿
字
本
不
生
、
答
、

依
他
生
滅
者
、
是
浅
略
義
、
今
随
深
秘
釈
、
故
云
阿
字
本
不
生
、
（
日
本

仏
教
全
書
妬
、
８
頁
）

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
真
言
の
阿
字
に
つ
い
て
、
声
字
を
生
滅
す
る

感
覚
現
象
と
見
る
の
を
「
浅
略
」
と
し
、
「
阿
字
本
不
生
」
を
「
深
秘
釈
」
と

す
る
。

（
蛆
）

慈
円
自
身
の
著
作
『
毘
臓
遮
那
別
行
経
私
記
』
に
に
は
、

顕
密
之
仏
教
ニ
モ
浅
深
之
義
相
並
可
在
之

と
あ
り
、
同
じ
く
『
法
花
別
帖
私
』
に
は
、
「
浅
略
深
秘
」
を
細
分
し
た
聚

略
・
深
秘
・
秘
中
深
秘
・
秘
々
中
深
秘
」
の
四
種
の
釈
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
を
概
観
す
る
と
、
「
一
往
再
往
」
「
浅
略
深
秘
」
は
、
前
者
が
天
台
顕

教
に
お
い
て
、
後
者
が
密
教
に
お
い
て
主
に
用
い
ら
れ
、
い
ず
れ
も
教
理
上

四
四
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２
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の
二
首
一
対
形
式

。
往
再
生
・
浅
略
深
秘
」
が
説
示
の
形
式
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
法
楽
日

吉
社
百
首
」
と
の
関
係
も
、
そ
の
表
現
形
式
に
注
目
し
て
理
解
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の
段

階
に
お
け
る
贈
答
風
の
二
首
一
対
の
構
成
こ
そ
、
「
｜
住
再
往
・
浅
略
深
秘
」

の
和
歌
的
表
現
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の
後
半
に
お
い
て
、
二
首
一
対
の
歌
は
、
次
の
よ
う

に
問
答
に
よ
る
考
究
と
い
っ
た
様
相
を
呈
し
て
く
る
。

暗
き
よ
り
暗
か
る
べ
し
と
思
ひ
知
る
心
ば
か
り
は
照
ら
せ
月
か
げ

聞
け
よ
人
さ
は
り
の
雲
の
晴
れ
ぬ
よ
り
猶
い
づ
る
月
は
心
に
ぞ
す
む

（
三
六
一
一
一
八
・
九
）

前
歌
は
、
和
泉
式
部
の
名
歌
に
よ
り
つ
つ
、
迷
妄
の
世
界
か
ら
脱
し
難
い
で

あ
ろ
う
と
い
う
悲
観
的
自
覚
と
、
な
お
そ
の
自
覚
を
持
つ
心
に
は
仏
の
慈
悲

の
光
を
差
し
向
け
て
欲
し
い
と
い
う
祈
念
を
詠
む
。
後
歌
は
こ
れ
に
対
し
て
、

五
障
の
雲
の
除
か
れ
る
時
、
悟
り
の
月
は
心
中
に
顕
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、
ま

ず
自
ら
修
道
に
励
む
べ
き
で
あ
る
と
説
き
諭
し
て
い
る
。

我
が
命
い
つ
ま
で
と
だ
に
知
り
は
て
ば
残
る
事
な
く
世
を
ば
捨
て
て
む

愚
か
な
り
た
だ
今
日
今
日
と
思
ふ
く
し
知
る
も
知
ら
ぬ
も
今
幾
日
か
は

（
三
六
四
一
一
・
一
一
一
）

余
命
が
知
れ
た
な
ら
た
だ
ち
に
遁
世
し
よ
う
も
の
を
、
と
い
う
前
歌
に
対
し

て
、
い
ず
れ
明
日
を
も
知
ら
ぬ
無
常
の
身
で
あ
る
と
後
歌
が
戒
め
る
。
た
し

か
に
、
「
無
常
の
一
事
は
、
終
に
避
く
る
処
な
」
き
を
知
り
、
「
頭
燃
を
は
ら

の
問
題
に
つ
い
て
の
二
通
り
の
解
釈
に
段
階
を
つ
け
て
説
明
す
る
の
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
端
的
に
は
矛
盾
背
反
す
る
二
つ
の
解
を
、
一
方
は
理
解
の
階

梯
と
し
て
必
要
な
仮
の
説
明
、
他
方
は
よ
り
本
質
的
な
真
理
の
提
示
と
し
て

整
理
す
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
特
定
の
教
義
内
容
に
限
っ
て
用
い
ら
れ

る
の
で
は
な
く
、
｜
般
的
な
説
示
の
方
法
で
あ
る
。

（
旧
）

ふ
が
如
く
Ｉ
」
て
、
以
て
出
要
を
求
め
よ
」
と
い
う
仏
法
の
基
本
か
ら
見
て
、

前
歌
は
あ
ま
り
に
「
愚
か
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
遁
世
の
願
望
を
常
に
抱

き
な
が
ら
、
生
涯
を
仏
法
王
法
の
繁
栄
と
い
う
現
世
の
目
標
の
た
め
に
す
ご

さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
慈
円
の
、
そ
れ
は
肉
声
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

後
の
世
を
思
ひ
忘
れ
て
世
に
住
ま
ば
こ
の
世
ば
か
り
に
楽
し
か
り
な
ん

後
の
世
を
知
る
心
こ
そ
楽
し
き
を
苦
し
と
言
ふ
は
い
と
い
ふ
の
空

（
三
六
五
八
・
九
）

こ
れ
も
前
歌
が
後
歌
を
た
し
な
め
る
。
「
糸
遊
の
空
」
を
懸
詞
的
に
用
い
た
後

歌
下
句
は
、
「
よ
く
そ
ん
な
こ
と
が
一
一
一
一
口
え
た
も
の
だ
」
と
い
う
気
持
ち
を
間
接

的
に
述
べ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
い
ふ
」
の
繰
り
返
し
に
よ
る
一
種
の
地
口
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
詣
諺
は
、
前
歌
で
あ
ま
り
に
明
け
広
げ
に
示
し
て
し
ま
っ

た
「
愚
か
さ
」
へ
の
慈
円
の
苦
笑
で
あ
ろ
う
か
。

思
へ
ど
も
ま
た
思
へ
ど
も
思
へ
ど
も
心
の
ほ
か
に
う
き
物
は
な
し

心
あ
れ
ば
心
な
し
と
ぞ
思
ひ
し
る
う
れ
し
き
も
の
は
心
な
り
け
り

（
三
六
四
八
・
九
）

何
と
こ
は
背
く
心
の
深
か
ら
ん
此
世
に
こ
そ
は
生
ま
れ
た
る
身
の

生
き
て
厭
へ
と
こ
そ
は
教
え
し
か
知
ら
ざ
り
け
り
な
法
の
心
を

に
説
く
。
西
） （

一
一
一
六
五
○
・
一
）

律
す
る
こ
と
の
か
な
わ
ぬ
自
心
へ
の
悲
嘆
に
対
し
て
、
「
心
は
空
で
あ
る
」
と

い
う
仏
教
教
理
を
認
識
す
る
主
体
も
ま
た
心
で
あ
る
と
、
逆
説
風
の
論
理
を

説
き
、
厭
わ
し
ざ
の
あ
ま
り
生
ま
れ
て
き
た
意
味
を
い
ぶ
か
る
の
に
対
し
て
、

人
界
に
生
ま
れ
て
そ
れ
を
厭
う
所
に
成
仏
の
縁
が
有
る
と
す
る
教
理
を
冷
静

長
く
な
る
の
で
こ
れ
以
上
の
例
示
は
省
略
す
る
が
、
前
歌
に
仏
教
的
に
や

や
未
熟
な
思
念
が
示
さ
れ
、
後
歌
が
よ
り
深
い
教
理
の
理
解
に
立
っ
て
批
判

す
る
と
い
う
の
が
、
ほ
と
ん
ど
の
対
に
見
ら
れ
る
型
で
あ
る
。
そ
の
前
歌
を

「
｜
性
」
「
浅
略
」
に
、
後
歌
を
「
再
往
」
「
深
秘
」
に
比
定
す
る
事
は
困
難

で
な
い
。
た
し
か
に
仏
教
書
に
お
け
る
説
示
は
、
階
梯
は
低
い
と
い
っ
て
も

四
五
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そ
れ
自
身
は
か
な
り
高
度
な
一
往
・
浅
略
の
釈
と
、
よ
り
深
遠
な
再
往
・
深

秘
の
釈
と
を
、
多
く
は
問
い
へ
の
答
え
と
し
て
並
列
す
る
の
で
あ
っ
て
、
か

な
り
素
朴
な
次
元
の
前
歌
に
、
教
理
的
な
後
歌
が
応
答
す
る
と
い
う
形
と
、

正
確
に
相
似
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
両
者
を
連
想
で
結
ぶ
こ
と

を
不
可
能
に
す
る
ほ
ど
の
懸
隔
で
は
な
か
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
前
歌
に

示
さ
れ
た
一
見
「
愚
か
」
な
心
情
も
、
慈
円
に
と
っ
て
「
一
往
」
「
浅
略
」
と

し
て
一
度
は
定
位
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
、
切
実
さ
、
現
実
性
を
持
っ

て
い
た
と
い
う
事
情
を
汲
む
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

「
略
秘
贈
答
和
歌
」
前
半
部
分
で
の
二
首
一
対
に
目
を
う
つ
し
て
み
よ
う
。

花
に
飽
か
で
花
を
あ
は
れ
と
思
ひ
来
ぬ
散
る
な
ら
ひ
ま
で
我
れ
に
な
し

つ
つ

月
に
飽
か
で
寝
待
ち
の
空
を
待
つ
か
ら
に
来
ん
世
の
闇
を
恩
ひ
知
る
か

な
（
三
五
八
五
・
六
）

よ
し
さ
ら
ば
涙
に
疎
き
身
な
り
せ
ば
袖
に
は
月
の
宿
ら
ざ
ら
ま
し

ま
つ
』
と
こ
と

行
な
ふ
に
真
の
一
一
一
一
口
を
習
は
ず
は
、
心
に
月
の
宿
ら
ざ
ら
ま
し

（
三
五
九
八
・
九
）

木
枯
し
に
散
ら
ぬ
紅
葉
の
梢
よ
り
我
が
袖
濡
ら
す
夕
時
雨
か
な

山
お
ろ
し
の
風
に
は
耐
へ
ぬ
芭
蕉
葉
を
垣
根
に
頼
む
宿
ぞ
物
憂
き

（
三
六
一
六
・
七
）

こ
れ
ら
の
対
で
、
前
歌
は
普
通
の
景
物
詠
の
範
囲
に
収
ま
る
詠
み
ぶ
り
で
あ

る
が
、
後
歌
は
、
死
後
の
闇
を
思
い
、
真
言
月
輪
観
を
想
起
し
、
芭
蕉
の
比

職
に
よ
り
無
常
観
を
喚
起
す
る
な
ど
、
仏
教
的
思
念
へ
の
傾
斜
が
見
ら
れ
る
。

具
象
的
景
物
詠
か
ら
景
物
を
契
機
と
し
て
の
や
や
抽
象
的
思
惟
へ
と
い
う
の

が
、
前
半
部
の
二
首
一
対
に
見
ら
れ
る
ひ
と
つ
の
型
で
あ
る
。
ま
た
、

山
里
に
露
置
く
萩
の
濡
れ
色
を
見
よ
か
し
人
の
問
ひ
だ
に
も
来
ぬ

秋
の
野
を
う
つ
せ
ば
ま
せ
に
露
深
し
鳴
か
ぬ
鹿
さ
へ
聞
く
心
地
し
て

（
三
六
○
八
・
九
）

で
は
、
後
歌
に
仏
教
語
や
抽
象
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
人
の
訪
れ

を
待
つ
前
歌
の
依
存
的
姿
勢
に
対
し
、
後
歌
に
は
、
庭
を
野
に
移
し
て
鹿
の

声
を
聞
く
心
地
を
誘
お
う
と
す
る
積
極
性
と
、
心
の
持
ち
方
に
重
き
を
置
く

姿
勢
が
見
ら
れ
、
そ
の
進
展
を
何
ら
か
の
仏
教
的
比
楡
と
し
て
用
い
る
こ
と

が
可
能
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

要
す
る
に
、
前
半
部
に
お
い
て
も
、
後
歌
が
前
歌
に
応
答
し
つ
つ
、
何
ら

か
の
深
化
・
発
展
を
そ
こ
に
加
え
る
よ
う
な
二
首
一
対
が
認
め
ら
れ
る
。
前

半
部
の
歌
の
全
て
に
仏
教
的
含
意
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
「
一
往

再
往
・
浅
略
深
秘
」
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
詠
み
ぶ
り
が
意
識
し
て
試
み
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
「
｜
住
再
往
・
浅
略
深
秘
」
の
和
歌
的
表
現
が
二
首
一
対
形

式
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
の
端
作
が
適
合
す
る
の
は
原

型
た
る
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
に
対
し
て
で
あ
り
、
二
首
一
対
形
式
で
一
貫
さ

れ
て
い
な
い
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
そ
の
も
の
に
お
い
て
は
、
実
態
と
の
間

に
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
前
節
で
見
た
よ
う
な
、
両

百
首
の
連
続
性
へ
の
慈
円
の
意
識
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の
た

め
の
端
作
が
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
に
残
存
し
た
と
し
て
も
理
解
は
で
き
よ

『
７
。そ
も
そ
も
、
「
略
秘
贈
答
」
と
い
う
名
称
が
「
浅
略
深
秘
」
を
贈
答
歌
形
式

で
表
わ
す
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
「
浅
略
深
秘
」
と
「
一

往
再
往
」
と
の
前
項
に
見
た
如
き
相
似
性
か
ら
考
え
て
、
。
性
再
往
・
浅
略

深
秘
」
の
和
歌
的
表
現
と
は
、
贈
答
歌
風
の
一
首
一
対
形
式
で
あ
る
と
考
え

る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
次
の
問
題
は
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」

に
お
い
て
二
首
一
対
形
式
が
ど
の
よ
う
な
運
命
を
た
ど
っ
た
か
で
あ
る
。

第
一
節
で
は
、
ご
く
外
面
的
な
比
較
に
よ
っ
て
、
贈
答
歌
風
の
二
首
一
対

の
構
成
原
理
は
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
で
は
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
精
密
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
端
作
と
実
態
の

ず
れ
と
い
う
問
題
は
、
そ
の
後
に
も
う
一
度
考
え
た
い
．

四
六
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３
、
二
首
一
対
形
式
と
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」

「
略
秘
贈
答
和
歌
」
か
ら
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
へ
の
改
作
に
際
し
て
は
、

｜
部
の
歌
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
｜
部
は
語
句
を
改
訂
、
他
は
新
し
い
歌
に

入
れ
替
え
ら
れ
た
。
こ
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
既
に
石
川
一
氏
が
、
特
に
語

句
の
改
訂
を
中
心
に
、
表
現
の
推
敲
お
よ
び
こ
の
間
抑
輔
円
の
心
境
の
変
化

の
投
影
と
い
う
観
点
か
ら
詳
細
な
考
察
を
加
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
前
項

で
問
題
に
し
た
二
首
一
対
形
式
の
変
化
を
中
心
に
置
い
て
、
改
作
の
様
相
を

捉
え
て
み
た
い
。

ま
ず
述
懐
関
係
の
歌
に
つ
い
て
見
る
と
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
で
二
首
一
対

で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
ま
ま
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
に
採
り
入
れ
ら
れ
た

も
の
は
、
表
現
が
多
少
改
め
ら
れ
た
も
の
を
含
め
る
と
約
十
対
を
数
え
る
。

何
と
か
く
背
く
心
の
深
か
ら
む
此
の
世
に
こ
そ
は
生
ま
れ
た
る
身
の

深
く
知
れ
人
の
有
る
を
そ
世
と
は
一
一
一
一
口
ふ
背
か
ば
人
の
世
も
あ
ら
じ
か
し

（
二
二
六
○
・
一
）

は
前
項
に
例
示
し
た
三
六
五
○
・
｜
の
一
対
の
後
歌
「
生
き
て
厭
へ
と
こ
そ

は
教
へ
し
か
知
ら
ざ
り
け
り
な
法
の
心
を
」
の
み
大
き
く
改
作
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
二
首
応
答
の
大
意
は
変
化
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
を
加
え

る
と
十
二
対
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

継
承
さ
れ
な
か
っ
た
歌
に
か
わ
っ
て
新
し
く
入
れ
ら
れ
た
歌
も
、
内
容
的

に
は
二
首
一
対
形
式
を
持
っ
て
い
る
。

通
る
べ
き
道
は
さ
す
が
に
有
る
も
の
を
知
ら
ば
や
と
だ
に
人
の
思
は
い

人
な
ら
ば
恨
み
も
す
べ
し
い
か
に
せ
ん
我
れ
を
す
か
す
は
我
が
心
な
り

（
二
二
七
○
・
｜
）

昔
な
れ
し
友
は
さ
な
が
ら
夢
の
世
を
一
人
残
り
て
見
る
か
ひ
ぞ
な
き

は
か
な
し
や
見
し
世
の
人
の
残
り
居
て
物
語
す
る
も
あ
ら
ば
こ
そ
あ
ら

め
（
二
二
七
八
・
九
）

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
述
懐
関
係
の
歌
に
つ
い
て
は
、
贈
答
歌
風
の
二
首
一

対
の
形
式
が
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の
よ
う
に
形
態
上
明
示
さ
れ
て
は
お

ら
ず
、
そ
れ
と
意
識
し
な
け
れ
ば
気
づ
か
れ
に
く
い
形
に
な
っ
て
い
る
と
一
一
一
一
口

え
よ
う
。

四
季
関
係
の
歌
で
は
様
相
は
も
う
少
し
複
雑
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

音
羽
山
深
き
霞
を
分
け
入
れ
ば
大
津
の
宮
に
春
の
花
園
（
一
一
一
一
二
一
一
）

明
け
ぬ
る
か
横
雲
埋
づ
む
秋
霧
を
払
ひ
も
や
ら
ぬ
松
風
の
声（一一一一一一一一一）

春
の
浪
打
出
の
浜
の
浜
風
の
花
吹
く
山
を
志
賀
の
山
越
（
一
一
二
一
一
四
）

秋
深
き
木
の
葉
の
色
に
ま
づ
時
雨
一
め
ぐ
り
せ
ば
山
お
ろ
し
の
風

（
二
一
一
一
一
五
）

と
い
う
一
連
四
首
に
お
い
て
、
一
一
一
一
一
一
一
一
と
一
一
二
一
一
四
は
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」

冒
頭
の
二
首
一
対
を
作
っ
て
い
た
歌
で
あ
る
。
た
だ
し
後
歌
下
句
は
「
長
柄

の
山
を
志
賀
の
山
越
」
と
な
っ
て
い
た
。
仏
教
的
含
意
は
無
い
が
、
延
暦
寺
・

日
吉
社
に
程
近
い
歌
枕
を
一
一
所
ず
つ
詠
み
込
ん
だ
歌
と
し
て
、
二
首
が
緊
密

に
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
「
法
楽
日
吉
百
首
」
で
は
二
首
が
分
離
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
二
一
一
一
一
五
は
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
で
は
、

思
へ
た
だ
あ
だ
な
る
も
の
は
人
の
命
野
分
の
風
に
荻
の
上
露（
’
’
’
一
ハ
ー
ー
）

を
後
歌
と
す
る
二
首
一
対
を
作
っ
て
い
た
。
景
物
詠
の
前
歌
が
仏
教
的
思
念

を
含
む
後
歌
に
受
け
ら
れ
る
型
で
あ
る
。
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
は
こ
の
後
歌

を
採
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
一
一
一
一
一
一
か
ら
一
三
一
一
五
は
、
春
秋
交
互
に

景
物
詠
が
並
ぶ
に
す
ぎ
な
い
。
春
秋
交
互
の
配
列
も
一
種
の
二
首
一
対
形
式

で
は
あ
る
が
、
二
首
が
内
容
的
に
呼
応
・
対
応
す
る
関
係
は
も
は
や
見
ら
れ

な
い
。

右
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
で
は
、
二
首
一
対
の

形
態
は
有
っ
て
も
内
容
的
対
応
は
希
薄
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。

五
月
雨
の
雲
よ
り
出
づ
る
時
鳥
晴
れ
た
る
物
は
汝
が
声
の
色

今
ぞ
見
る
雲
立
ち
騒
ぐ
秋
の
空
は
風
よ
り
月
の
出
で
け
る
も
の
を

四
七
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（
三
五
九
○
・
｜
）

と
い
う
二
首
一
対
は
、
暗
か
ら
明
が
突
然
出
現
す
る
と
い
う
共
通
性
に
結
ば

れ
、
仏
教
的
救
済
の
象
徴
と
も
読
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

五
月
雨
に
山
郭
公
声
濡
れ
て
軒
の
あ
や
め
の
色
に
鳴
く
な
り

木
枯
し
の
雲
立
ち
騒
ぐ
秋
の
空
は
風
よ
り
月
の
出
で
け
る
物
を

（
二
一
一
一
一
一
六
・
七
）

と
改
訂
さ
れ
る
と
、
独
立
の
夏
歌
・
秋
歌
と
し
て
味
わ
う
他
は
な
い
。

吉
野
山
そ
も
む
つ
ま
じ
き
眺
め
か
な
花
待
つ
峯
に
か
か
る
白
雲

う
き
雲
を
厭
ふ
心
に
う
れ
し
き
は
月
待
つ
山
の
峯
の
松
風

（
三
五
八
六
・
七
）

の
呼
応
も
、
後
歌
が

雲
も
な
し
い
い
ざ
よ
ふ
空
を
松
風
の
吹
く
か
ら
出
づ
る
山
の
端
の
月

（
二
二
一
九
）

と
い
う
独
立
の
景
物
詠
と
さ
れ
た
こ
と
で
解
体
す
る
。
結
局
、
四
季
詠
で
二

首
一
対
の
呼
応
を
残
す
も
の
と
し
て
は
、

終
り
思
ふ
心
の
末
の
悲
し
き
は
月
見
る
西
の
宿
の
夕
雲

ま
ど
ひ
行
く
習
ひ
は
し
ば
し
夕
闇
の
深
く
ぞ
頼
む
有
明
の
月

（
二
一
一
五
○
・
｜
）

が
有
る
程
度
で
あ
る
（
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の
後
歌
は
三
五
九
一
一
一
「
後
の
世
に

迷
は
じ
今
は
夕
闇
の
空
さ
り
げ
な
く
出
づ
る
月
影
」
）
。

「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
歌
に
つ
い
て
見
る
と
、
た

と
え
ば
、夕
ま
ぐ
れ
鴫
立
つ
沢
の
亡
心
れ
水
思
ひ
出
づ
と
も
袖
は
濡
れ
な
ん

深
草
の
里
に
鶉
の
夕
ま
ぐ
れ
伏
さ
で
果
つ
く
き
秋
の
夜
半
か
は

（
一
一
一
一
一
一
一
一
●
一
一
）

は
、
二
首
一
対
を
作
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
共
に
鳥
を
景
物

と
し
て
秋
の
「
夕
ま
ぐ
れ
」
を
詠
む
だ
け
で
な
く
、
酒
垳
・
俊
成
と
い
う
先

輩
歌
人
の
名
歌
を
本
歌
に
取
っ
て
い
る
事
も
共
通
す
る
。

’
’
二
一
一
一
一
は
、
沢
の
か
く
れ
た
水
面
か
ら
思
い
が
け
ず
鴫
が
飛
び
立
つ
、

そ
の
羽
音
に
胸
を
突
か
れ
て
落
涙
す
る
心
情
を
詠
む
。
「
忘
れ
水
」
が
過
去
の

恋
に
関
わ
る
歌
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
落
涙
に
昔
の
恋
を
追
憶
す
る
か

の
よ
う
な
雰
囲
気
が
加
わ
る
。
さ
ら
に
一
一
一
一
口
え
ば
、
西
行
そ
の
人
へ
の
追
慕
が

託
さ
れ
て
い
る
と
も
解
し
得
る
。

一
一
一
一
三
一
一
は
、
夕
暮
れ
に
鶉
の
鳴
く
深
草
伏
見
の
里
で
、
地
名
に
ち
な
ん

だ
伏
寝
を
す
る
こ
と
も
な
く
夜
を
過
せ
よ
う
か
、
と
詠
む
。
伏
寝
は
こ
こ
で

は
一
人
の
旅
寝
な
の
で
あ
る
が
、
伏
寝
を
誘
っ
て
鳴
く
鶉
を
『
伊
勢
物
語
』

の
深
草
の
女
に
見
立
て
る
こ
と
で
、
妖
艶
な
雰
囲
気
が
加
味
さ
れ
る
。
『
伊
勢

物
語
』
へ
の
連
想
は
俊
成
歌
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。
右

の
二
首
は
、
恋
愛
的
情
感
を
か
す
か
に
漂
わ
せ
る
点
も
含
め
て
、
共
通
点
を

持
つ
一
対
で
あ
る
が
、
反
面
、
前
歌
を
後
歌
が
受
け
止
め
る
と
い
う
性
格
は

持
っ
て
い
な
い
。
い
わ
ば
並
列
的
な
二
首
一
対
で
あ
っ
て
、
一
首
ご
と
に
独

立
に
味
わ
っ
て
い
つ
こ
う
さ
し
つ
か
え
が
無
い
の
で
あ
る
。
「
法
楽
日
吉
社
百

首
」
で
新
た
に
加
わ
っ
た
四
季
歌
の
二
首
一
対
の
性
格
は
、
お
お
む
ね
右
の

よ
う
な
も
の
を
出
な
い
。

要
約
す
る
と
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の
二
首
一
対
形
式
の
性
格
は
、
神
祇
・
釈

教
・
述
懐
な
ど
の
歌
で
は
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
る
が
、
四
季
歌
で
は
相
当
変
質
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
首
一
対
と
は
無
関
係
な
特
殊
歌
体
歌
皿
首
を
加

え
た
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
の
全
体
が
、
「
浅
略
深
秘
．
｜
住
再
往
」
の
和
歌

的
表
現
と
し
て
の
性
格
を
ほ
ぼ
失
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
述
懐
歌

な
ど
に
お
け
る
二
首
一
対
形
式
継
承
は
、
端
作
に
二
住
再
往
・
浅
略
深
秘
」

が
残
さ
れ
続
け
た
こ
と
の
理
解
を
い
く
ぶ
ん
容
易
に
す
る
が
、
端
作
の
真
意

が
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
し
て
汲
み
取
り
難
い
こ
と
も

確
か
な
の
で
あ
る
。

４
、
改
作
の
要
因

最
後
に
、
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
か
ら
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
へ
の
改
作
の
事

四
八
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情
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

改
作
の
理
由
を
慈
円
自
身
が
述
べ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
「
略
秘
贈
答
和

歌
」
政
の

百
首
な
が
ら
撰
集
に
入
る
の
程
ば
か
り
と
て

が
注
意
さ
れ
る
。
｜
般
に
百
首
歌
に
お
い
て
は
、
力
作
・
秀
作
の
間
に
「
地

歌
」
を
ま
じ
え
て
出
来
栄
え
に
差
を
つ
け
て
お
く
の
が
慣
例
と
さ
れ
て
い
た

が
、
百
首
全
て
が
「
撰
集
」
（
勅
撰
集
を
指
す
か
）
に
入
る
と
い
う
の
は
、
こ

の
慣
例
を
超
え
て
全
て
の
歌
を
秀
歌
に
仕
立
て
よ
う
と
し
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
こ
の
一
一
一
一
口
い
方
に
は
誇
張
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
二
首
一
対
形
式
が
変

質
し
た
理
由
の
一
端
を
窺
わ
せ
る
。

「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の
二
首
一
対
形
式
で
は
、
二
首
を
同
時
に
受
容
し
な

け
れ
ば
そ
の
真
意
も
妙
味
も
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
撰
集
」
の
価
値
規

準
は
、
百
首
歌
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
一
首
ご
と
の
歌
を
評
価
す
る
も
の
で
あ

り
、
二
首
が
依
存
的
な
関
係
に
成
る
よ
う
な
構
成
原
理
と
は
背
馳
す
る
。
「
法

楽
日
吉
社
百
首
」
四
季
詠
に
見
ら
れ
た
一
首
独
立
の
傾
向
は
、
こ
の
意
味
で

「
略
秘
贈
答
和
歌
」
賊
の
述
べ
る
所
と
対
応
し
て
い
る
。
要
す
る
に
そ
れ
は
、

「
一
往
再
往
・
浅
略
深
秘
」
の
和
歌
的
表
現
と
い
う
特
異
な
目
標
か
ら
、
本

来
の
和
歌
的
な
価
値
規
準
へ
の
回
帰
を
意
味
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
で
加
わ
っ
た
特
殊
歌
体
歌
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
点
が
注
意
さ
れ
る
。
旋
頭
歌
・
物
名
・
誹
譜
・
長
歌
は
『
古
今
集
』

の
「
物
名
」
お
よ
び
「
雑
体
」
の
巻
に
見
え
る
も
の
で
あ
り
、
混
本
歌
は
同

じ
く
「
真
名
序
」
に
名
称
を
記
す
。
残
る
折
句
・
沓
冠
を
含
め
て
、
こ
れ
ら

の
歌
体
に
つ
い
て
は
、
『
俊
頼
髄
脳
』
『
奥
義
抄
』
等
に
解
説
さ
れ
て
お
り
、

慈
円
の
詠
ん
だ
形
は
歌
学
書
の
説
く
所
に
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
百
首
歌

に
旋
頭
歌
や
長
歌
を
用
い
た
例
と
し
て
、
『
堀
河
百
首
』
の
述
懐
題
に
仲
実
と

俊
頼
が
詠
ん
で
い
る
も
の
が
有
り
、
『
久
安
百
首
』
で
は
、
物
名
・
長
歌
が
題

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
時
、
特
殊
歌
体
の
付
加
も
、
広
い
意
味

で
の
和
歌
的
伝
統
へ
の
回
帰
と
し
て
捉
え
得
る
面
を
持
つ
。

内
容
面
で
は
、
特
殊
歌
体
中
の
沓
冠
の
題
が
「
君
を
久
し
く
守
れ
」
、
折
句

の
題
が
「
ひ
え
の
宮
」
で
あ
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
仏
法
・
王
法

に
関
わ
る
思
念
、
と
り
わ
け
そ
の
現
状
へ
の
慨
嘆
が
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」

で
目
立
っ
て
く
る
。
誹
譜
二
首
は
、

月
も
日
も
ざ
は
や
か
に
こ
そ
照
ら
す
ら
め
い
と
け
き
た
な
き
人
の
心
を

（
一
一
三
一
四
）

人
心
神
に
た
が
は
ば
ま
の
竹
の
ゆ
が
ま
む
方
を
た
め
て
見
よ
か
し

（
二
一
一
一
一
五
）

と
世
人
へ
の
批
判
を
こ
め
て
い
る
が
、
仏
教
界
・
政
界
の
反
対
勢
力
を
意
識

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
長
歌
で
は
、

…
…
法
の
と
も
し
火
か
か
げ
よ
と
す
す
む
る
君
を
仰
げ
ど
も

空
行
く
月
も
晴
れ
や
ら
ぬ
涙
の
雲
を
夜
半
の
風
・
…
：
（
二
一
一
一
一

一ハ）

と
、
座
主
と
し
て
の
任
務
の
多
難
を
訴
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
と
軌
を
一
に

す
る
よ
う
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
述
懐
歌
に
、

世
を
嘆
く
心
の
う
ち
を
ひ
き
あ
け
て
見
せ
た
ら
ば
と
思
ふ
人
だ
に
も
が

な
（
一
一
一
一
一
ハ
ー
ハ
）

通
る
べ
き
道
は
さ
す
が
に
有
る
も
の
を
知
ら
ば
や
と
だ
に
人
の
思
は
い

（
二
二
七
○
）

と
い
っ
た
。
慈
円
の
信
念
の
理
解
者
が
無
い
こ
と
を
嘆
く
詠
が
い
く
つ
も
見

ら
れ
る
。
仏
法
・
王
法
の
在
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
の
慈
円
の
信
念
（
そ
れ
が

「
二
諦
の
道
理
」
の
中
心
を
為
す
で
あ
ろ
う
）
は
、
西
山
隠
棲
期
か
ら
す
で

に
慈
円
和
歌
の
主
要
動
機
で
あ
っ
た
（
「
片
山
寺
に
こ
も
り
居
て
は
、
二
諦
の

道
理
の
他
に
思
ひ
続
く
る
事
も
な
し
」
）
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、

「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の
段
階
で
は
、

い
か
に
せ
む
と
常
に
心
の
悩
む
か
な
厭
ふ
も
や
が
て
厭
は
し
き
世
を

（
三
六
五
六
）

の
如
く
、
ど
ち
ら
か
と
一
一
一
一
口
え
ば
内
向
的
・
主
情
的
な
基
調
で
表
現
さ
れ
て
い

四
九



慈円「建暦三年日吉百首」の成立 149山本

以
上
の
二
傾
向
、
和
歌
的
な
も
の
へ
の
回
帰
と
、
現
状
批
判
の
傾
向
の
増

大
と
は
、
こ
の
改
作
が
、
後
鳥
羽
院
へ
の
嘆
訴
と
い
う
動
機
に
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
．
も
と
よ
り
「
略
秘
贈
答
和
錘
も
、

頼
め
と
や
昔
聖
の
立
つ
杣
に
絶
え
に
し
斧
の
ま
た
音
の
す
る

逢
ひ
難
き
法
に
近
江
の
山
高
み
三
度
来
に
け
る
身
を
い
か
に
せ
ん

守
り
こ
し
名
残
は
末
も
久
し
か
れ
は
こ
や
の
山
の
松
の
村
立
ち

い
か
で
な
ほ
鶴
住
む
洞
に
生
ま
れ
て
も
な
か
ら
む
世
ま
で
君
を
守
ら
む

（
三
六
七
八
～
八
一
）

と
い
う
、
山
門
と
仙
洞
に
関
わ
る
二
対
で
締
め
括
ら
れ
、
既
に
院
を
意
識
し

て
い
た
。
し
か
し
、
院
に
対
し
て
訴
え
る
効
果
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
は
、

院
の
批
評
眼
に
か
な
う
秀
歌
や
、
特
殊
歌
体
の
よ
う
な
珍
し
い
試
み
に
よ
っ

て
院
の
注
意
を
ひ
く
必
要
が
有
っ
た
。
ま
た
内
容
的
に
は
嘆
訴
色
が
よ
り
強

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
座
主
辞
任
後
を
予
想
し
て

の
青
蓮
院
門
流
へ
の
院
の
支
持
を
将
来
的
に
確
保
し
た
い
と
い
う
要
請
が
、

こ
の
改
作
を
捉
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
建
暦
二
年
九
月
の
改
作
後
、
さ
ら
に
改

訂
を
経
て
奉
納
さ
れ
た
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
ど
の
段
階
か
で
院
に
奏

覧
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
周
知
の
よ
う
に
『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
に

は
、
「
夕
ま
ぐ
れ
鴫
立
つ
沢
の
忘
れ
水
」
（
一
（
仁
）
’
一
一
二
）
な
ど
二
首
が
慈
円
の

代
表
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
略
秘
贈
答
和
歌
」
の
二
首
一
対
形
式
は
、
仏
教
の
説
示
法
と
和
歌
の
贈

答
形
式
と
を
結
合
す
る
と
い
う
発
想
の
点
で
も
、
贈
答
歌
あ
る
い
は
む
し
ろ

問
答
歌
を
ひ
と
り
の
作
者
が
多
数
創
作
す
る
と
い
う
方
法
の
点
で
も
、
独
創

的
な
試
み
で
あ
っ
た
。
情
報
の
絶
対
量
と
い
う
限
界
を
持
つ
短
詩
型
に
お
け

る
思
想
表
現
に
、
可
能
性
を
開
く
試
み
で
あ
っ
た
と
さ
え
一
一
一
一
口
い
得
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
試
み
は
、
そ
れ
じ
た
い
と
し
て
精
練
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
嘆
訴
の
百
首
歌
と
い
う
一
般
的
な
形
態
の
方
へ
と
屈
折
し
て
い
っ
た

た
「
世
」
へ
の
思
い
は
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
‐

へ
の
批
判
の
形
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

へ
の
思
い
は
、
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
で
は
、
顕
在
的
に
「
世
の
人
」

の
で
あ
る
。

（
１
）
「
青
蓮
院
本
拾
玉
集
の
成
立
」
（
和
歌
文
学
研
究
側
、
昭
別
・
３
）
、
「
拾
玉
集
伝
本
考
」

（
早
稲
田
大
学
「
国
文
学
研
究
」
だ
霊
３
『
「
拾
玉
集
伝
本
続
考
ｌ
嘉
暦
類

聚
本
の
継
承
を
焦
点
と
し
て
ｌ
」
（
中
四
国
中
世
文
学
研
究
会
「
中
世
文
学
研
究
」

Ⅲ
、
昭
弱
・
８
）
。

（
２
）
文
治
三
年
（
’
’
八
七
）
成
立
か
。
拙
稿
「
慈
円
『
日
吉
百
首
』
の
成
立
と
性
格
」

（
大
阪
大
学
「
語
文
」
虹
、
昭
冊
・
５
）
。

（
３
）
題
は
「
略
秘
贈
答
和
歌
百
首
」
。
以
下
、
本
稿
で
は
「
略
秘
贈
答
和
歌
」
と
称
す
る
。

（
４
）
「
慈
円
『
建
暦
三
年
日
吉
百
首
』
考
」
（
徳
島
文
理
大
学
文
学
論
叢
２
、
昭
帥
・
３
）

（
５
）
以
下
、
和
歌
の
引
用
は
、
両
百
首
の
そ
れ
ぞ
れ
最
終
稿
の
形
態
と
推
測
さ
れ
る
形
に

よ
り
、
漢
字
・
仮
名
づ
か
い
等
を
私
に
訂
し
た
形
で
掲
げ
る
。
本
文
形
態
の
厳
密
な
問

題
に
つ
い
て
は
、
多
賀
宗
集
編
『
校
本
拾
玉
集
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
妬
）
お
よ
び
注

（
４
）
石
川
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
歌
番
号
は
『
校
本
拾
玉
集
』
に
よ
る
。

（
６
）
拙
稿
「
慈
円
の
所
謂
『
歌
論
』
の
成
立
と
西
山
隠
棲
」
（
国
語
国
文
、
昭
町
・
７
）
、

同
「
承
元
期
の
慈
円
ｌ
隠
遁
と
和
歌
」
（
本
紀
要
弱
昭
Ｑ
２
〉
．

（
７
）
拙
稿
「
『
難
波
百
首
』
と
慈
円
の
和
歌
観
ｌ
中
世
的
和
歌
観
の
一
様
相
ｌ
」
一
本

紀
要
妬
、
昭
阻
・
２
）
。

（
８
）
以
下
、
散
文
の
引
用
は
、
青
蓮
院
本
に
よ
り
、
句
読
点
、
濁
点
の
み
補
う
。
青
蓮
院

本
書
き
入
れ
に
拠
っ
た
箇
所
は
括
弧
に
入
れ
て
示
す
。

（
９
）
筑
土
鈴
寛
『
慈
円
・
国
家
と
歴
史
及
文
学
』
（
昭
Ⅳ
）
第
一
部
「
年
代
記
」
の
説
。

（
、
）
『
恋
百
首
歌
合
』
に
つ
い
て
は
注
（
６
）
の
拙
稿
。
「
難
波
百
首
」
に
つ
い
て
は
、
石

川
三
『
難
波
百
首
』
考
ｌ
太
子
信
仰
を
焦
点
と
し
て
ｌ
」
（
徳
島
文
理
大
学
文
学

論
集
３
、
昭
Ⅲ
・
３
）
、
間
中
富
士
子
「
慈
円
の
末
法
観
と
聖
徳
太
子
讃
歌
」
〈
鶴
見
大

学
紀
要
Ⅳ
、
昭
開
・
３
）
及
び
、
注
（
７
）
拙
稿
。

（
ｕ
）
『
千
五
百
番
歌
合
百
首
』
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
慈
円
『
古
今
題
百
首
」
の

諸
問
題
ｌ
新
古
今
期
慈
円
の
一
面
１
１
』
（
本
紀
霊
昭
甲
２
）
．

（
、
）
陽
明
文
庫
本
。
濱
口
博
章
氏
の
釈
文
（
和
泉
書
院
影
印
叢
刊
８
、
昭
別
）
に
し
た
が

う
が
、
漢
字
は
新
字
体
と
す
る
。

（
昭
一
「
『
長
明
文
字
鎖
』
考
ｌ
『
色
葉
和
難
集
』
と
の
関
係
を
中
心
に
ｌ
」
（
日
本
大
学

五
○
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に
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
昭
）
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
よ
っ
て
奉
覧
（

い
。
『
御
口
伝
」
の
成
立
時
期
の
問
題

（
Ⅲ
）
「
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫
立
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
」
（
新
古
今
・
秋

上
）
、
「
夕
さ
れ
ば
野
辺
の
秋
風
身
に
し
み
て
鶉
鳴
く
な
り
深
草
の
里
」
（
千
載
・
秋
上
）
。

な
お
、
二
一
一
一
一
一
一
・
一
一
の
典
拠
と
歌
意
に
つ
い
て
は
注
（
４
）
論
文
で
石
川
氏
が
既
に

論
じ
て
い
る
。
た
だ
し
解
釈
の
一
部
に
私
見
と
異
な
る
点
が
有
る
。

（
皿
）
こ
の
歌
は
、
青
蓮
院
本
で
は
な
ぜ
か
墨
滅
さ
れ
て
い
る
。
「
法
楽
日
吉
社
百
首
」
で

は
、
建
暦
二
年
九
月
稿
と
最
終
稿
と
で
位
置
を
変
え
て
収
め
ら
れ
て
い
る
（
青
蓮
院
本

は
、
草
稿
の
位
置
に
も
書
き
入
れ
た
上
で
墨
滅
）
。
あ
る
い
は
、
自
讃
と
も
取
ら
れ
得

る
こ
の
歌
の
取
捨
に
慈
円
が
迷
っ
た
こ
と
が
、
自
筆
草
稿
を
介
し
て
青
蓮
院
本
の
形

（
別
）
注
（
４
）
に
同
じ
。

（
咄
）
多
賀
宗
隼
氏
に
よ
り
紹
介
・
翻
刻
（
日
本
学
士
院
紀
要
囚
１
１
、
昭
釦
・
３
）
。

（
Ⅳ
）
多
賀
宗
隼
『
慈
円
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
聞
）
Ⅲ
頁
。

（
肥
）
『
往
生
要
集
』
大
文
第
一
の
第
五
。
日
本
思
想
大
系
６
、
如
頁
。

（
四
）
一
一
一
六
五
○
は
青
蓮
院
本
に
は
本
来
な
く
、
「
正
本
」
に
よ
り
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

二
首
一
対
か
ら
見
て
、
青
蓮
院
本
の
欠
脱
と
見
ら
れ
る
。

「
語
文
」
的
、
昭
田
．
、
）
に
よ
り
、
私
に
句
読
点
、
引
用
符
を
補
う
。

（
ｕ
）
青
蓮
院
本
に
も
「
顕
欺
」
の
書
き
入
れ
が
有
る
。

（
巧
）
岩
波
書
店
刊
日
本
古
典
文
学
大
系
関
所
収
『
為
兼
卿
和
歌
抄
』
補
注
三
一
。
た
だ
し
、

）
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
よ
っ
て
奉
覧
の
事
実
が
積
極
的
に
証
明
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
『
御
口
伝
』
の
成
立
時
期
の
問
題
も
絡
ん
で
く
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
に

立
ち
入
る
こ
と
は
控
え
た
い
。
な
お
、
田
中
裕
「
後
鳥
羽
院
御
口
伝
の
執
筆
時
期
」
（
大

阪
大
学
「
語
文
」
妬
、
昭
別
・
４
）
を
参
照
の
こ
と
。昭
和
六
十
三
年
九
月
十
六
日
受
理

成
立
過
程
の
把
握
は
訂
正
を
要
す
る
。

五
一


